
勝山中学校だより 第２０号

さくらネット
令和８年２月１３日

３年生、頑張れ！！～次は県立高校一般入試～
私立高校の入試、県立高校の特別入試が終わりました。受験した人、緊張もあ

ったと思いますが、それぞれによく頑張りました。お疲れ様でした。その中で進路が
確定した人もいます。おめでとうございます。
ただ、入試はまだ続きます。３月には県立高校一般入試があり、そこで勝負する

人もいます。試験場で頼れるのは自分だけです。頼れる自分になるためにも、一人
ひとり、納得いくだけの時間をかけてみましょう。自信を持って当日が迎えられるよ
う、しっかりと準備を進めてください。
３月の受験がない人も、今自分がすべき学習にしっかり取り組み、進学後に備えてください。その姿勢はきっと、

一般入試を頑張る友達の応援になります。３年生みんなで最後まで粘り強く頑張りましょう。

そして…みんなで過ごすのもあと１か月
今年度の卒業式は３月１３日です。３年生がこの勝山中学校で過ごすのもあと

１か月となりました。休みの日を除くと、本当に数えるほどになります。ここまで一緒
に頑張ってきた仲間と過ごす貴重な時間を、ぜひ大切にしてほしいと思います。３
学期は時間がたつのが早く感じられます。１か月くらいあっという間かもしれませ
ん。１日１日を大事にしてください。

新生徒会頑張っています ～入学説明会～
２月１２日（木）、本校体育館にて、

来年度入学予定の小学６年生と保護
者の方をお迎えして、入学説明会を
行いました。
この中で、最初に説明を行ったの

が生徒会総務役員の５名です。初め
に、中学校の生徒会について紹介し、
続いて、中学校のルールや授業に関
わること、部活動等について説明しま
した。さらに、自分たちが入学するときに抱いていた疑問や不安に思っていたことを中心に、Ｑ＆Ａの形で、丁寧に
中学校生活の様子を伝えていました。その態度は実に堂々としており、そんな中学生の姿を見た６年生も、きっと頼
もしく思ったことでしょう。
総務役員の皆さん、お疲れさまでした。これからも本校のリーダーとして、積極的に生徒会を引っ張っていってく

ださい。



1年生福祉体験 （今年度二回目）
１月２７日（火）、1年生が今年度２回目の福祉体験学習を行いました。真庭市社会福祉協議会や勝山振興局

から３名の方を、講師としてお招きしました。
全体で説明を受けた後、生徒たちは、高齢者の疑似体験やアイマスクをつけた状態での歩行体験をさせていた

だきました。前回に続き、貴重な機会となりました。

２年生の作品が商品化～美術で製作した和菓子～
以前お伝えしました（13号、16号）が、２年

生の美術では、2学期、「季節を表現する」とい
うテーマで、粘土で和菓子を作る活動を行って
おりました。
この度、授業でもお世話になった「きくや菓

舗」様のご厚意で、生徒の作品を商品化してく
ださるとのお話をいただきました。 大変ありが
たいことです。生徒にとっても、励みになります。
左の写真は、今回採用された3名の生徒の作品（美術の時間に粘土で作ったもの）、右の写真は、きくや菓舗様

の試作品（うち三つが本校生徒のデザイン）です。「勝山のお雛まつり」で販売予定とお聞きしています。実際商品
化されるのがとても楽しみです。きくや菓舗様、ありがとうございます。

体全体が重くてびっくりしました。歩くときには足を引きず

ることしかできなくて大変でした。耳も、いつもより曇って

聞こえました。高齢者の方たちは私の話を頑張って聞いてく

れるので、私も聞きやすい声で話そうと思いました。

視覚障害者の人の苦労が分かりました。これからの生活では

「ここにはこう書いてある。」「ここはこう行く。」等を丁寧

に分かりやすく教えられるようにしたいと思いました。

思っていたより壁との感覚がわからないし、何度も来たことの

ある体育館なのに、とても怖かった。これから手伝う場面があ

ったら、周りに何があるのかをしっかり詳しく伝えたい。

高齢者の大変さに気づきました。これからもおじいちゃん、

おばあちゃんの手伝いをもっとしていこうと思いました。


